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靍　谷　かおり
第75回（2014年度）私立大学図書館協会研究大会に参加して
1　はじめに
　平成 26年 8月 29日㈮に、岡山理科大学 25号館 8
階ホールにて開催された私立大学図書館協会主催の
研究大会に参加させていただいた。今年度図書館事
務室へ配属されて、初めての研究大会への参加で、
私立大学図書館の実情と問題点を学ぶよい機会を与
えていただいたことを大変感謝している。
　私立大学図書館協会は、全国 536 校の加盟校から
なる大学図書館の改善発展を図ることを目的とし、
これに関する調査・研究及びその成果、研究会・講
演会等の開催、機関誌の刊行、対外関係活動等の諸
事業を行っている組織である。
　文部科学省は、2012年の中央審議会の答申で「質
的転換答申」において、「生涯に亘って学び続ける
力、主体的に考える力を持った人材は、学生からみ
て受動的な教育の場では育成することができない。
従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業か
ら、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になっ
て切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長
する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見
出していく能動的学修（アクティブ・ラーニング）
への転換が必要である」と指摘し、従来の知識詰め
第 75 回（2014 年度）私立大学図書館協会総会・研究大会　第 2日　研究大会　日程表
内　容 所属大学 報告者 時間
受　付 9：00 ～ 9：20
オリエンテーション 9：20 ～ 9：30
2013 年度海外集合研修報告
質疑・応答
関西大学図書館
中村学園大学図書館
明治大学図書館
加藤　博之
今藤　　覚
矢野　恵子
9：30 ～ 10：00
10：00 ～ 10：10
海外派遣研修報告
⑴　2012 年度海外派遣研修報告
⑵　2013 年度海外派遣研修報告
質疑・応答
聖路加国際大学学術情報センター図書館
亜細亜大学図書館
佐藤　晋巨
藤懸　徳仁
10：10 ～ 10：40
10：40 ～ 10：50
2013 年度研究助成発表⑴
題　目　「Moodle　等の ICTツールを活用した学習支援活動の研究」
質疑・応答
湘南工科大学付属図書館 高池　宣彦
渡辺　重佳
10：50 ～ 11：20
11：20 ～ 11：30
昼食・施設見学（自由見学） 11：30 ～ 13：00
2013 年度研究助成発表⑵
題　目　 「米国の大学図書館の組織開発（OD）と学習支援の諸課題
の実証的分析～ペンシルベニア州の大学図書館の事例研究と
POD年次大会への参加～」
質疑・応答
龍谷大学図書館 村上　孝弘 13：00 ～ 13：30
13：30 ～ 13：40
講　演⑴
演　題　「電子学術書の現在と今後：ipad で学術書が読めるか？」
質疑・応答
慶応義塾大学メディアセンター 島田　貴史 13：40 ～ 14：40
14：40 ～ 14：50
休　憩 14：50 ～ 15：05
講　演⑵
演　題　「機関リポジトリの運用と展開」
質疑・応答
岡山大学付属図書館鹿田分館（DRF企画WG）大園　隼彦 15：05 ～ 16：05
16：05 ～ 16：15
閉会式
閉会の挨拶
次期当番校挨拶
開会の辞
立命館大学図書館長
明治学院大学図書館長
岡山理科大学図書館長
平野　仁彦
秋月　　望
山本　英二
16：15 ～ 16：30
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込み型中心の教育から、学びの意味を学生に分かり
やすく理解させた上で、教員と学生が相互に知性を
高めていく学生主体型の学士課程教育に換えていく
ことが重要であるとしている。
　学びの転換期を迎えた大学の図書館が、今後どの
ようにその運営に取り組んでゆくことが必要かを考
える上で、今回の研修報告は、非常に有意義なもの
であった。
　本研究大会では、延べ7時間30分にわたって、①
3 件の海外研修報告、② 2 件の研究助成発表、③ 2
件の講演会が行われた。
　この研究大会への参加目的は、図書館業務の経験
がない課員として、海外研修報告や研究発表・講演
を積極的に拝聴し、広く図書館事情を学ぶことによ
り、さらに本学図書館でも 2015 年 4 月から設置さ
れ、私も強く関心を持っているラーニング・コモン
ズへの理解を深めることであった。
2　海外集合研修
　海外集合研修とは、私立大学図書館協会が主催し、
日本の私立大学図書館に最新の情報と制度を取り入
れるべく一般ではなかなか入れない海外図書館で研
修し、取り入れるべく研修した情報を全国大会の講
演や電子誌資料および冊子で共有し私立大学図書館
員にスキルを高めてもらうことを目的とした研修で
ある。
　今回は「デジタルアーカイブ運用の実態を学ぶ」
というテーマで、環太平洋デジタル図書館連合
（PRDLA 　Paciﬁ c Rim Digital Library Alliance）
の創設メンバーである香港大学において「蔵書のデ
ジタル化の実際」と公開するための「著作権処理」、
学術図書館間における「ネットワーク形成の実際」
を研修した報告を関西大学図書館加藤博之氏、中村
学園大学図書館今藤覚氏、明治大学図書館矢野恵子
氏から伺った。
　香港の8つの大学（香港教育学院、香港中文大学、
香港科技大学、香港浸会大学、香港城市大学、香港
理工大学、香港大学、嶺南大学）は1992年に本土返
還が決定した際、頭脳の流出を防ぐため、政府機関
である大学補助金委員会（UCG University Grants 
Committee）を創設し人件費、学費、奨学金等の資
金提供を受け高等教育の質の向上をはかり、世界ラ
ンキングの上位に位置する大学の育成に成功してい
る。この集合研修はその中の 4つの大学図書館で行
われた。
　香港大学のHKUScholarsHubは学術系出版物を集
めて公開する機関リポジトリとして、大学の予算を
得て業者と共同で研究情報管理システムを充実させ
運営も行い、広範囲の研究情報システム（Current 
Research Information System＝CRIS）へと発展さ
せ研究活動へのサポートを確立させた。資料のデジ
タル化も 1995 年から行っており、32 種類のコンテ
ツが図書館のウェブサイトで提供されている。デジ
タル化にあたり、香港大学独自の 2段階の基準を設
け選定し、第 1段階は香港大学の特別コレクション
専門の図書館員が行い、第 2段階は委託業者により
選定され決定される。デジタル化は委託業者がおこ
ない、図書館員が確認し、図書館資料として公開さ
れる。これらの中には、貴重書や劣化の進んだ資料
から過去の定期試験までデジタル化されている。デ
シタル化に選定された資料の確認が最も困難な作業
であるとのことであった。
　香港の学術機関ネットワーク JULAC（Joint Uni-
versity Librarians Advisory Committee）は、1967
年に 8つの大学図書館の情報資源とサービスについ
て協力し、学生、教職員、来客に提供する組織とし
て設立された。大学の個性にあった資源とサービス
を拡大、強化、捕捉していくプログラムを実施して
いる。常に多くの委員会が活動しており、1 年に 1
度フォーラムを開催し、直面している課題について
の忌憚のない意見交換を行うとともに、加盟館や各
委員会が、その年のテーマに沿った内容のプレゼン
テーションを行っている。
　JULAC アクセス・サービス委員会は、資料の相
互利用ネットワーク構築するため HKALL（Hong 
Kong Academic Library Link）を用いて、参加図
書館間での直接訪問や ILLが行われている。また長
期的な観点から機能向上と資料保管に取り組むため、
収蔵庫の増設を香港大学を中心に行っており、収蔵
可能冊数は、当初630万冊で2030年までに995万冊
を目指しているとのことである。
　PRDLA（The Paciﬁ c Rim Digital Library Alli-
ance）1995 年に太平洋を囲む 28 の大学図書館によ
り、各館のデジタルコレクションのアーカイブデー
タを提供してもらい、主要な研究資料のオンライン
アーカイブ化したものを掲載した。2002年以降は年
間会費とメンバーシップ制で運営を行っている。新
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ポータルサイトができ充実を図っており、2013年以
降は PRDLAのメンバーの中で専門的技術をより深
く掘り下げ、新しい発想を生み出していけるような
スタッフの育成と大学の管理組織が、目的・目標達
成に向けて十分機能するよう、管理運営や教育・研
究支援にかかわる事務職員・技術職員または、その
支援組織の資質向上のために実施される研修を行い、
交流の促進を行っていくようである。
3　海外派遣研修
　2012年に実施されたアメリカイリノイ大学のモー
テンソンセンターが提供するアメリカ国外の図書館
員のためのモーテンソンセンターのアソシエイツプ
ログラムの研修者の報告をいただいた。
　この組織の目的は、世界の図書館員の人材育成を
目的とし、国際的な教育、理解、平和の振興のため
に図書館及び図書館員同士の国際的な絆を強めるこ
とにある。様々な背景を持った世界中の図書館員が
年度ごとのテーマに沿って、リーターシップ、コミ
ュニケーション、マネジメント、デジタル及び紙の
コレクション、技術、資金獲得、政策提言、専門家
としてネットワークを築く方法などについて講義が
行われた。また、アメリカの図書館や専門協会の革
新的なサービスや成功事例を研修するために、国内
の14の州の図書館を見学に訪れた。このような図書
館員の育成プログラムを多数実施し、1986年の設立
当初から現在まで90か国、900人以上の図書館員が
参加されているとのことであった。またアメリカの
図書館における資料のデジタル化・学習機会の
e‒Learning化における図書館の変化については、日
本においても、STM（Science Technology Medi-
cine）分野の資料がデジタル化していく様子を目に
しており、インターンネットを通じて書架を図書館
内から撤去したJohn Hopkins大学のWelch Medical 
Library のような本のない図書館の事例を見た。ま
た、アメリカの大学図書館ではデジタル資料のアク
セス契約している場合でも、当面の間は紙の資料も
全て保存する方針を取っていた。アメリカの図書館
では、敷地に余裕があり大学内に保存書庫を建てら
れること、万が一電子資料へのアクセスが途切れた
際に紙の資料を処分することにより図書館に何も残
らないことへの懸念があったようだ。しかし、デジ
タル資料の増加、ネットワーク環境の整備、学習方
法の変化により、図書館を利用する人の行動の変化、
図書館外の保存書庫の資料を移動して、より広い閲
覧空間を作ることになった。勉強を開始する夜間か
ら早朝にかけてe‒Mail、チャットを使って図書館員
へ質問する学生が増加し、夜勤の図書館員を 1人配
置して対応、時間帯の異なる地域の大学と連携して
24時間学生からの問い合わせに対応できる体制を整
えていた。レファレンスカウンターの利用が減少し
たため、毎週決まった時間帯に質問を受ける時間を
「レファレンス」を「Ask here」「Ask」に変更し、
「何でも聞いて」という雰囲気を作り出した。モバイ
ル機器を身に着けて図書館内を巡回する図書館員
「Roving librarian」を配置し、図書館員が利用者の
ところに行ってサービスする新たなサービス提供を
行っていた。e‒Learningで学べる課程ができたため、
図書館に来ない学生が増加した。いずれは e‒Learn-
ing の充実をはかって利用教育にかかる費用を削減
したいという考えが見られた。日本でも18歳人口が
減少していく中で、学生獲得のため、e‒Learningコ
ースが開設されるようになると、大学図書館でも来
館しない学生への対応が求められるようになること
が予測されるとの報告があり、本学においてもこの
ことを視野に入れた、将来ビジョンを考えておくこ
とが必要かもしれない。
4　研究助成
　アメリカの大学図書館の組織開発（OD）は、Orga-
nizational Developmentの略称であり、FD（Faculty 
Development）や SD（Stuﬀ  Development）を包括
した概念としてとらえることができる。ODにおい
ては、大学管理職、大学教員、大学職員の関係性を
重視した組織開発が志向されている。ラーニング・
コモンズの登場とともに、これからの大学において
は、図書館の存在意義が従来にも増して重要なもの
になってきた。学士課程教育の充実と学位の質保証
の観点から、図書館はこれまで以上に各教学主体と
連携した学習支援機能の充実が求められている。学
習成果（ラーニングアウトカム）の向上を図るため
に、図書館における学習支援体制を、強化すること
が重要な課題として浮上している。これらのことか
ら、図書館は他部署から隔絶した存在ではなく、様々
な学習支援の連携拠点として機能していくこと、OD
が求められているといえる。また大学図書館のフル
タイム職員と図書館司書の人数が比較されているペ
ンシルベニア大学では、フルタイム職員370人中111
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人が図書館司書であり、ピッツバーグ大学では、382
人中 120 人が図書館司書である。巨大な図書館組織
の中のさらに一番大きな母集団が図書館司書である。
大学によっては、図書館司書は組織の一員であり、
教授会のメンバーの場合もある。図書館運営が図書
館司書中心となるのは必然の結果なのである。この
意味では、図書館司書という存在そのものがないわ
が国とアメリカの大学図書館のODの実態を把握す
る際には、アメリカのモデルを継承するだけでは限
界があるとのことであった。
　龍谷大学図書館村上孝弘氏の報告で、研修の一つ
に大学図書館や公共図書館を訪問するプログラムが
組まれ、各担当の責任者・サポートスタッフに案内
してもらい、その場でヒアリングも可能であった。
訪問した図書館では共通して、ゲート付近にコーヒ
ーショップが設置してあり、購入したコーヒーやジ
ュースなどを持ち込んでもよいとのことであった。6
～ 7年前までは日本と同様に不可能であったが、イ
ンターネットの普及による来館者の減少を阻止する
ため検討した結果、それぞれの図書館の事情に合わ
せて、大手コーヒーチェーンによるカフェ文化の定
着を背景に「コーヒーショップを図書館に設置する」
という結論になったようだ。今回の研修でもっとも
興味深い報告であった。
　電子書籍について、年々増加の一途にある電子書
籍サービスは、大学図書館や公共図書館でも導入し
ており、イリノイ大学の街にあるChampaign Public 
Library では、2008 年から続いているサービスで
Amazon 社の Reader「Kindle」に利用者の読みた
い電子書籍をあらかじめダウンロードし、専用の袋
に入れて2週間の貸出をしているとのことであった。
5　ラーニング・コモンズについて
　今回の研修目的の一つであるラーニング・コモン
ズについて、海外集合研修報告にあった香港の大学
においても、それぞれ充実した施設を設け進化して
いるようだとの報告と、海外派遣研修のアメリカの
大学図書館についての報告の中で若干触れられた以
外は、あまり多く関連した事項はなかったが、もっ
とも関心のあるテーマなので、一文を記してみたい。
　本学図書館でも2015年4月から導入されるラーニ
ング・コモンズの設置は、この能動的学習（アクテ
ィブラーニング）のための場所として設置される予
定である。「コモンズ」とは元来，広場や共有地を意
味する言葉であり、ラーニング・コモンズは「学習
のための共用スペース」である。大学図書館はもと
より「ラーニング・コモンズ」であろうとしてきた。
サービス面では、以前から学習用図書の整備やレフ
ァレンスサービス、情報リテラシー教育などの学習
支援を行ってきた。施設面を見ても、協同学習に対
応した施設はグループ学習室として、コンピュータ
は PCルームなどとして、既に多くの大学図書館が
提供しているものである。ではなぜ、ラーニング・
コモンズを設置することに意味があるのか。従来の
施設やサービスを統合的に提供する意義はもとより、
大学図書館がより積極的に学修支援を行うというメ
ッセージを発信することであり、また新たな学びの
スタイルを学生や教員に提示する必要があったので
ある。しかしながら授業形態や学びの形態、学生の
気質などによって、従来の静かな図書館や個席への
ニーズも必要であり、本のある静かな場所というの
は図書館のブランドイメージでもある。ラーニング・
コモンズは、必ずしも大学図書館内に必要ではない
かもしれないが、多くの学生が図書館に集まって来
ることが示すように、大学図書館には知が集積され
た場所として、人を集め学びへ導く場所という他に
はない特質がある。その図書館の特質を活かしつつ、
学生間にも刺激をもたらす場として、ラーニング・
コモンズには，図書館が最もふさわしい場所である
と考えられる。また、今後資料や授業の電子化、ネ
ットワーク化がより進んでも、人が集まり刺激を与
えあう場所は、将来も残ると思われる。それが大学
の本来的な機能であり、それはまた図書館の機能と
しても同じに違いない。
　図書館が資料や施設、サービスの提供を従来から
行っていたと主張しても、それが社会や所属する組
織において、広く認知され受容されていなければ，
その提供主体は必ずしも「図書館」であり続けると
は限らない時代が来ている。そこにおいて、図書館
は、今まで以上に自身の強みや本質を見据えながら、
求められているものを読み取ること、そして積極的
に自ら変化し、また自らをプロデュースしていくこ
とが必要とされている。
　そのとき、人が集まり何かを生み出す場所という
あり方は、これからの図書館の姿と思われる。
　大学図書館において、社会や大学、学生の変化に
応じて、「ラーニング・コモンズ」という形で新たな
図書館の姿を自ら積極的に示すことで、有効な戦略
となる。そこでは、そうした「場」を創り、機能さ
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せ、さらに図書館の外側に繋げていくプロデューサ
ーとしての役割が、大学図書館員に強く求められて
おり、それはこれからの図書館員に共通する役割で
あると思う。
 （つるたに　かおり　図書館事務室）
